
― 留学生とともにこれからも、宮田学園の歴史に新たな１ページを刻んでまいります。 ― 
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2020 年（令和２年） 

本年もよろしくお願いします。 
2019 年は創立 25 周年を迎えた 2018 年を経

て新たな航海に出た１年でした。新たなチャ

レンジとして創立以来初めてとなるモンゴ

ルからの留学生を受入れ、また創立より関わ

りのある中国東北部の瀋陽に新たな拠点を

設立いたしました。今後も引続きベトナムや

ネパールとの関係を維持しつつ、中国との関

わりもより強固なものにしていきます。また

本年は自国開催のオリンピックイヤーであ

り、また干支は子年で、日本にとっては節目

の年となります。この節目の追い風に乗り、

宮田学園も引続き、航海のスピードを落とす

ことなく、創立の精神である「初志貫徹」、

「一念、道拓く」を胸に、学園一丸となって

新たな１年を切り拓いてまいります。 

 

2017 年 7 月に創刊された宮田学園の学園報「道」はおかげさまで、2020 年１月で 10 号目を

迎えることとなりました。創刊号から 10 号目まで宮田学園と交流のあった国は 10 カ国以上

になります。 

上：創立 25

周年記念 

特別号 

（第６号） 

周年 

祝 10 号発行 

発行記念号 

昨年はこれまで継続してきた多文化共生の取

組が“イベント”という特別なものではなく

“日常”になりつつあることを実感する年で

した。例えば、3年目をむかえた「子ども食

堂～国際交流ひろば～」は今では子どもたち

と留学生の良いふれあいの場となっていま

す。そうした多文化共生への取組により、留

学生たちは日本語のみならず日本のマナーを

身に着け、結果として日本での就職にもつな

がっています。また昨年の 8 月には「日本語

教員養成講座」を開始し、日本人にも日本語

を通じて多文化共生を経験することができる

環境を構築しました。本年も引続き留学生・

職員双方にとって多文化共生を体得する仕掛

けづくりをしてまいります。 

学園総長 宮田 道郎 理事長 宮田 智栄 



 

西 日 本 国 際 教 育 学 院 

10 月期生入学式 

地域交流イベントに参加しました 曰
お
佐
さ
んぽ 曰

お
佐
さ
校区運動会 

11 月 7 日(木)と 11 月 9 日(土)に宮竹中学校で開催され

た｢国際交流学習会｣に参加しました。初日は留学生たちが

母国の文化について発表をし、その後グループに分かれて

双六や日本の遊びを中学生と一緒に楽しみました。 

二日目は、中学生による日本文化発表を見学したり、講

師の先生を迎えての特別授業に参加したりしました。 

日本の伝統文化(裁縫・水墨画・日舞・茶道・狂言)は、

見るのも聞くのも初めてなものが多く、中学生たちと一緒

に楽しく興味深く学ぶ事ができました。最初はとても緊張

していた留学生たちでしたが、日本語でコミュニケーショ

ンが取れたことが嬉しいようで、また機会があれば参加し

たいと感想を述べていました。 

9 月 28 日（土）、曰佐小学校のフィールドワーク「曰佐ん

ぽ」に留学生 14 名が参加し、小学生と交流をしました。小学

生たちは在籍している学生の国籍（中国、ネパール、ベトナ

ム、ミャンマー、スリランカ） 

の国旗当てクイズ、各国のあいさつ 

の練習をしました。留学生にとって 

日本の子どもたちと交流する機会は 

少なく、このイベントは貴重な経験 

となりました。 

 

10 月 13 日（土）、曰佐校区運動会に留学生 7 名

が参加しました。参加種目の綱引きでは、他の参

加者と同じように整列をし、きちんとルールを守

って参加していました。一方、急遽騎馬戦に日本

人 2 名と同じチームで参加することとなり、まだ

日本語での会話が不得意だったため、スムーズな

コミュニケーションとはいかないようでしたが、

それでもいい交流となりました。当日は天気も良

く、日本の運動会は初めての体験ということもあ

って、留学生にとっては楽しい１日となりました。 

10 月 31 日(木)、玉川キャンパスの国際交流センターで「2019 年度

西日本国際教育学院 10 月期生入学式」が行われ、ネパール・ベトナ

ム・ミャンマー・モンゴルの 4ヵ国から総勢 109 名の新入生を迎えま

した。入学式では、代表挨拶をした新入生がこれから始まる留学生活

の抱負を力強く語ってくれました。そして職員による歓迎の歌の披露

の際は、新入生たちも思わず身を乗り出して職員と一緒に手を左右に

動かすなど、会場が一体となる感動的な場面もありました。 

10 月 11 日（金）、舞鶴公園でウォークラリーを行い

ました。参加者は午前の部では 443 名、午後の部では

新入生の 10 月期生 29 名を含めて 294 名でした。 

ウォークラリーでは、クラスごとにチーム分けを行

い、福岡城址を巡っていろんなクイズに挑戦しました。 

ウォークラリー後には大縄跳びにも挑戦、なかなか息

の合わないクラスもありましたが、どのクラスも力を

合わせて挑戦し、チームの仲間たちと一丸となり、非

常に盛り上がりました。当日は晴天に恵まれ、学生た

ちもとても楽しんでいました。 

 

（日本のけん玉初体験） 

（水墨画に挑戦） 

（あやとりに苦戦中） 

（人生初の騎馬戦に挑戦） 

（参加した留学生たち） 

（挨拶をする新入生代表） （入学式に臨んだ新入生たち） 

（左上：仲間と大縄跳び） 

（右上：クイズに挑戦中） 

（左下：無事にクリアしたチーム） 



国  際  貢  献  専  門  大  学  校 
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ドッジボール大会 

国際交流広場インターナショナルスクエア in 大橋 に参加しました 

10 月 27 日（日）、西鉄大橋駅前西口広場にて「国際交流広場インターナショナルスクエア in 大橋」が開催さ

れ、本学からも多くの留学生が参加しました。販売ブースでは、ネパールの「モモ」、ベトナムの「揚げ春巻き」、ミ

ャンマーの「モヒンガー」を販売しました。学生たちは、原価から売値を考え、どのように販売するか、授業を利用

して計画していきました。どの料理もお越しいただいたお客様から好評で、イベント終了を待たずに完売する商

品もありました。 

  展示ブースでは、ネーム書きイベントを行い、留学生が日本人に名前を聞き、母国語で名前を書いてプレゼ

ントしました。ステージパフォーマンスでは、ダンスチーム「宮田学園 Kouken’s による、「よさこい炭坑節」をはじ

め、ネパールのカルチャーダンスを披露しました。学生も笑顔で楽しそうに踊り、息もぴったりでした。また、留学

生と日本人をミックスした伝言ゲームも行いました。秋にちなんだ慣れない日本語に全員が四苦八苦の様子で

したが、一生懸命伝えようとする姿が印象的で、学生たちは多くの日本人との交流が新鮮で楽しんでいた様子

でした。 

 

11 月 22 日（金）、12 月 13 日（金）に採用相談会

が開催されました。採用相談会とは企業が留学生

採用を前向きに検討いただけるようになることを

目的とした会合で、今回初めて開催いたしました。

企業が外国人採用に関して不安に思っている事や

知りたい事に対して、当学園の培ってきたノウハ

ウでお答えします。参加いただいた企業の皆様に

は、興味深く話を聞いていただき、色々な質問が

飛び交うなど活気あふれる会合となりました。今

後、多くの学生の採用につながることが期待され

ます。 

 

11 月 16 日（土）、17 日（日）に国際貢献専門大学

校のダンスチーム「宮田学園 Kouken’s」が「ふくこ

いアジア祭り 2019」に出場しました。 

両日とも 10 名ほどの留学生がダンスを披露しま

した。楽曲は「田川創作炭坑節 ヨイサさのよい節」

という炭坑節をアレンジした田川の曲です。今年度、

3 度目の出場ということで学生自身もダンスの振付

にネパールやスリランカ流の動きを取り入れるなど

積極的に活動を継続してきました。 

入賞とはなりませんでしたが自主的に活動するこ

との面白さを体感する良いきっかけとなりました。 

9 月 27 日（金）、クラス対抗ドッジボール大会が開催されました。 

例年西日本国際教育学院の学生との合同スポーツ大会が開催され

ていましたが、今大会は国際貢献専門大学校の学生のみの開催となり

ました。優勝を目指して学生たちはクラス対抗の白熱した試合を繰り

広げ、コートの中だけではなく、外にいる学生たちも精一杯声援を送

っていました。在学生約 630 名と職員が作り上げたドッジボール大会

は、スポーツを通して仲間との絆を深め、また学校全体の団結する力

をより強固なものとしました。そして参加者全員の笑顔で幕を下ろし

ました。 

（ステージでパフォーマンスをする「宮田学園 Kouken’s」） 

（職員たちも応援に駆けつけました） 

（ネーム書きイベントの様子） 

（ネパールのダンスを披露する留学生） 

（白熱した試合） （クラスメートとの絆が深まりました） 
（学校施設を見学する採用担当者） （留学生採用説明の様子） 



 中国出張報告 

2020 年 3 月卒業予定者対象 

合同企業説明会 開催 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後のイベント（予定） 

・鏡開き 1/10（金） 

・陶芸教室 1/30（木） 

・卒業式  

  西日本  3/6（金） 

  貢 献  3/11（水） 

瀋陽 

北京 

NEWS＆TOPICS 
 

内定取得者 60 名 

（※2019 年 3 月卒業者の 

内定者数 121 名） 

2019年 12月22日現在 

（ベトナムの研修センターの様子） 

※バクザン省バクザン市 

子ども食堂～国際交流ひろば～ 11 月 20 日（水）、第 16 回子ども食堂が開

催されました。今回のイベントは「日本の伝

統文化を体験しよう！」というテーマで、正

義流剣舞術で師範をされている河津義政先生

とその門下生である宮﨑さん、橋本さんをお

招きし、剣舞を披露していただきました。 

初めて目にする剣舞に子どもたちはもちろ

ん留学生も魅了された様子でした。演舞終了

後は舞に使用した剣にも触らせていただき、

日本の伝統文化の一つを知るよい機会となり

ました。 

（左：舞っている橋本さんは現役の高校生、中央：武田節に合わせて舞を 

披露する宮﨑さん、右：剣舞術の師範である河津先生の舞） 

はじめまして！ です！ 協同組合 ASSIST

技能実習生を受入れてみませんか？ 

【お問合せ】福岡市博多区冷泉町 1-3 エクセレンス祇園 909 号室 

TEL 092-409-3439 代表理事 牧野 

協同組合 ASSIST は、監理団体として組合員の技能実習生受入れを支援するため、

2019年 4月 9日に誕生しました。同年11月に外国人技能実習機構に申請を行い、

本年 3月には監理団体として許可される見込みです。今後はベトナムからの実

習生を中心に受入れをしていく予定です。 

（HP はこちら →） 

バクザン省 

ハノイ 

11 月 7 日（木）、宮田学園グループの株式会社ファイ

ンプロデュース主催で合同企業説明会及び面接会が

2020 年 3 月卒業予定の生徒を対象に ICC 国際交流セン

ター1 階にて開催されました。 

飲食業（2 社）・システム開発業の計 3 社の企業様の

ご出展を頂き、99 名の生徒が参加しました。2019 年最

後の合同企業説明会であった為、学生も積極的に企業

にアプローチをしており、今後も宮田学園は内定決定

に向けて更なるサポートを続けていきます。 

 

（上：和やかな雰囲気で

説明を聞く学生たち） 

（右：面接にも臨みました） 

11 月 6 日（火）より 4日間の日程で本学宮田総長他、国際

募集課職員の計3名が中国東北地方最大都市の瀋陽へ出張し

てまいりました。 

西日本国際教育学院と中国との交流の歴史は深く、これま

で数多くの中国人留学生を受入れ、日本語の他に日本文化等

を教え、そして国際社会に送り出してまいりました。今回の

出張の目的はそんなつながりのある中国の瀋陽事務所立ち

上げと、現地調査のための視察にあります。新たな拠点とな

る事務所がある所は瀋陽市内の中心地で、瀋陽駅より徒歩 10

分、地下鉄より徒歩 0 分の利便性の高い場所です。 

今後も優秀な中国人留学生の活躍にご期待ください。 

 

【MEMO】瀋陽とは？ 

遼寧省の省都で、中国東北地方

最大規模の都市であり、東北地

方の経済・文化・交通および商

業の中心地です。 
（賑やかな瀋陽の夜） 

（新事務所の入るビル） （新事務所の中の様子） 

◆瀋陽事務所所在地◆ 

遼寧省瀋陽市和平区南京南

街 1甲 欧亜聯営 2212 号室 


